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１.はじめに 

砂糖の主成分であるスクロース分子による旋光現象(1)について，高濃度砂糖水の旋光による透

過光の色変化の観測を行っている．これまでに単色透過光の強度変化の予測を行ったが(2)，今回は

白色光の透過時に観測される色変化の予測を試みたところ，観測結果に近い色変化を予測できた． 

２.測定方法および結果 

氷砂糖 700gを水道水 300gに煮溶かして濃度 70%に調製した溶液を入れた自作水槽(全長 32cm)

の短辺側に光源として白色 LEDライトを置き，偏光板の 1枚を光源側の水槽端に固定し，もう１

枚を溶液中にクロスニコル配置した．水槽の他端には分光器(コニカミノルタ CS-100)のファイバ

ガイドを設置し，水槽内部の偏光板位置を 2cmおきに移動させながら，透過光スペクトルの測定

及び透過色の観察を行った．さらにスペクトルの測定データから旋光度の値を導出し，溶液内の

偏光板間の距離変化による透過色変化の描写を試みた．Figure1,2,3として，測定したスペクトル，

目視観察による色変化，及び導出した旋光度から予測して描写した透過色変化を示す． 

 

 

 

 

 

 

 Figure3 に示した透過色予測は，透過光スペクトルの測定結果(Figure2)及び目視観察による透過

色変化の結果(Figure1)をほぼ反映している．このように観察される透過色の予測が可能になった

ことで，実験演示を行う際の有用性が向上すると考えられる． 

３.おわりに 

 砂糖水による旋光で観測される透過色の変化をおおよそ予測することが可能となったが，彩度

や色発現位置にずれが認められる．今後さらに予測プロセスの改善を行うとともに，光源の違い

による検討も行う予定である． 
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Figure 2 測定した透過光スペクトル 

Figure 1 目視観察による透過色変化 

Figure 3 導出した旋光度から予測した透過色予測 
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